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SINET4の概要について

国立情報学研究所

作成日：2009年10月21日
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☆ネットワークの経済的高速化

☆サービスの多様化（継続）と利便性向上

☆エッジノードの高安定化

☆加入機関間の通信環境格差の解消

☆上位レイヤサービスの支援・展開
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SINETの歩みとSINET4

▲1992.4

研究・教育活動を支援する“情報ライフライン”（800以上の利用）

 SINET4では、SINET3の多様なサービス機能を継承し、さらなる高速化・高信頼化、加入
機関間の通信環境の格差解消、上位レイヤサービスの支援・展開等を目指します。

パケット交換網（X.25） クローズドネットワーク

▲1987.1

現時点

ネットワーク統合とサービスの多様化

▲2002.1

▲2007.4

SINET3

先端研究のための“超高速ネットワーク環境”

スーパーSINET

SINET（インターネット）

▲2011.4

SINET4
（5年間)
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学術情報ネットワーク（SINET）

SINETを必要とするアプリケーション

SINETを必要とする代表的なアプリケーションは以下の通り。

 学術系映像通信： 遠隔講義、遠隔医療（手術中継等）、高臨場・多次元通信研究、等

 大容量データ転送： 高エネルギー・宇宙天文・核融合・GRID・地震研究等のデータ転送、
超大容量研究データバックアップ、等

 研究教育環境形成： ネットワーク型共同研究拠点・産学連携拠点、マルチキャンパス、等

 学術国際連携： 世界各国との共同研究、海外からの大容量データ転送、等

 学術系コンテンツ： 各大学・研究機関からの学術情報発信、文献検索、メール、等

学術系映像通信

学術国際連携

大容量データ通信 研究教育環境形成

学術系コンテンツ
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次期ネットワークに対する要求条件

次期ネットワークに対する要求条件は、大きく、①ネットワークの高速化、②サービスの

多様化（継続）と利便性の向上、③エッジノードの安定性の強化、④加入機関間の学術

基盤格差の解消、⑤上位レイヤサービスの支援・展開、に分類できる。

バックボーンの高速化

マルチキャスト

リソースオンデマンド
（帯域、VPN)

VPN

マルチレイヤ

NW経由のサービス委託

加入機関都合によるノード
停止の回避

①ネットワークの
高速化

②サービスの
多様化（継続）
・利便性向上

④加入機関間
の学術基盤
格差の解消

③エッジノード
の安定性の
強化

⑤上位レイヤ
サービスの
支援・展開 上位レイヤサービスの展開

非ノード校も経済的高速化
を実現できるアーキテクチャ

ノード校・非ノード校の格差
を尐なくする枠組み

アクセス回線の高速化
エッジノードの保守性向上

空白県の解消
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SINET4の方向性とアーキテクチャ
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加入
機関

加入
機関

加入
機関

加入
機関

加入
機関

コアノード

エッジノード

約700拠点
（ﾕｰｻﾞ拠点）

約30拠点
+空白県

(ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ)

8拠点
(ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ)

SINET4

加入
機関

アクセス回線
（1G～40G）

エッジ回線
（2.4G～40G）

コア回線
（40Gをベース）

加入
機関

加入
機関

 NWの高速化： ネットワーク構成の見直しやダークファイバ＋CWDM技術などにより経済的に高速化

 エッジ高安定化： エッジノード・コアノードともにデータセンタへ設置

 格差の解消： アクセス系の高速化を非ノード校へも展開できるような枠組みを検討

 上位レイヤ展開： 上位レイヤサービスを支援するインタフェースやサービス共通プラットフォームを整備

 利便性向上： SINET3のアーキテクチャを継承し、リソースオンデマンド機能等を強化・拡張

非
ノード

校

非
ノード

校

ノード
校

ノード
校

ノード
校

630強拠点
（非ノード校）

62 拠点
（ノード校）

12 拠点
（ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ）

SINET3

10M～1G

1G～20G

10G～40G

非
ノード

校

非
ノード

校

コアノード

エッジノード

広域LAN/
Bフレッツ

L1ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ機能

構造
変更

ダークファイバ
＋CWDM技術

非
ノード

校

上位レイヤサービス

ﾘｿｰｽｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ機能、ｻｰﾋﾞｽ共通ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ、等

光ｱｸｾｽ網等
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全ノードのデータセンタへの設置

6

 SINET4では、全てのノードをデータセンタに設置する。

データセンタは政府調達により選定し、その選定基準は下記の通り。

加入機関にエッジノードは設置しない。ただし、スムーズな移行を考慮し、当面は小型
の収容装置を現ノード校に設置する（P11参照）。

データセンタ選定基準

大学A

大学B 大学C

ノード校
（大学A）

SINET3
エッジノード

SINET3 SINET4最終形態

データセンタ

大学A

大学B 大学C

エッジノードの位置が移動

SINET4
エッジノード

①任意のキャリアの回線サービスの利用が可能

②任意の事業者の各種機器類の設置が可能

③計画停電による電源供給休止なし

④停電時でも、非常用電源供給装置から10時間以上
継続して給電可能

⑤阪神・淡路大震災クラスに耐える耐震性

⑥24時間365日セキュアに入退館管理を実施

⑦申請後2時間以内に担当者の緊急入館が可能

⑧現ノード場所に対してDF+CWDM回線が極力中継な
しで敷設可能な距離
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山口大学

ネットワーク構成を見直し注)

 コアノード： 近距離にあるコアノードは統合して８に集約

エッジノード： 同一県内のエッジノードは極力統合、コアノード設置エリアではコアノードと統合

回線構成： 東京・大阪へのホップ数を極力最小化、故障に備えて迂回路を設置（図はイメージ）

広島大学

鳥取大学

岡山大学

九州大学

神戸大学

自然科学研究機構（岡崎）

静岡大学

福井大学

新潟大学

理化学研究所

弘前大学

東北大学

埼玉大学

千葉大学

：コア&エッジノード（ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ)

：エッジノード（ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ）

北見工業大学
北陸先端科学技術大学院大学

金沢大学

北海道大学

信州大学

山梨大学

群馬大学

高エネルギー加速器研究機構

筑波大学

JAEA東海研究所

慶應義塾大学

ＪＡＸＡ宇宙科学研究本部

横浜国立大学

海洋研究開発機構

東京工業大学

東京大学

早稲田大学

医科学研究所

ＮＩＩ一ツ橋

物性研究所

ＪＡＸＡ総合技術研究本部

国立天文台

東京農工大学

電気通信大学

統計数理研究所

名古屋大学

神岡宇宙素粒子施設

国立遺伝学研究所

高輝度光科学研究センター

関西大学

大阪大学

同志社大学

京都大学

富山大学

ＮＩＩ千葉分館

愛媛大学

徳島大学

香川大学

琉球大学

長崎大学

熊本大学

大分大学

九州工業大学

鹿児島大学

核融合科学研究所

：エッジ・コア回線（専用線）

：アクセス回線（DF+CWDM）

東京大阪

札幌

仙台金沢

名古屋

広島
福岡

注）予算次第で変更の可能性が大いにあります
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IF#1

IF#2

ダークファイバ＋CWDM技術の導入
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加入機関
（現ノード校） データセンタ

ダークファイバ

CWDM: Coarse Wavelength Division Multiplexing

ユーザ
装置

IF#1

IF#2 SINET4
エッジ
ノード

CWDM装置
（最大容量40G程度）

必要時追加 最大40km程度

データセンタから加入機関（現ノード校）までは、ダークファイバ＋CWDM装置で構成し、経済
的かつ柔軟な高速化を実現する。

 CWDM装置のユーザ側のインタフェースはEthernet系（GE、10GE）。伝送可能距離は実質
40km程度で、多段（back-to-back）接続も可能。

同様の構成を希望される場合には、sinet4@sinet.ad.jpまでご連絡ください。

SINET4
コア

ノード

データセンタ

専用線
（2.4G/10G/40G)

経済的かつ柔軟な高速化

mailto:sinet4@sinet.ad.jp
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多様なサービスの提供を継続

 多様なサービス（VPN、リソースオンデマンド、マルチレイヤ、マルチキャスト等）を単一バックボーン
上で実現するために、SINET3のアーキテクチャを踏襲

 バーチャルルータ機能やL1スイッチ機能を用いてサービス毎のバーチャルネットワークを構築

 リソース（帯域、VPN）オンデマンド制御機能などの先端機能に関してはＮＩＩ独自で開発

IPルータ

IPv4/IPv6

L3VPN

L2VPN 

VPLS 

L1ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ

L1SW L1SW

L2/L3用パス

data IP

data Ether

Ether

data IP

data Ether

Ether

VLAN

VLAN

L3

L2

L1

L2多重

40G/10Gbps40G/10G/2.4Gbps

加入機関装置

エッジノード コアノード

data IP Ether

data Ether

L1VPN

L2VPN

L3VPN

VPLS

IPv4/IPv6

: バーチャルルータ

data IP

data IP MPLS

data EtherVLAN MPLS

data EtherVLAN MPLS

L2/L3用パス

data EtherVLAN

data IP EtherVLAN

帯域は無瞬断
で変更可能

リソース
オンデマンド
制御サーバ

SINET4
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上位レイヤサービスの考え方（案）

 データセンタ環境を活用した上位レイヤサービスを検討していく予定です。

 SINET4上で提供される上位レイヤサービスとしては、ＮＩＩ自身が行うサービスとＮＩＩが接続環境（接続
IFやVPN設定など）のみ用意するサービスを想定しています。

 後者の場合、サービス提供に関わるハウジング料金はサービス提供事業者側で負担し、契約は各
大学とサービス提供事業者間で直接行うことを基本に考えています。
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LAN

ﾒｰﾙWeb

大学A

ﾒｰﾙWeb

大学D用ﾓｼﾞｭｰﾙ 大学E用ﾓｼﾞｭｰﾙ

サービス提供事業者のサーバ

FW FW

NIIのサーバＮＩＩ
指定の
データ
センタ

学術コンテンツサービス１

LAN

大学B

LAN

大学C

LAN

大学D

LAN

大学E

SINET4

学術コンテンツサービス２

ＮＩＩ自身が行うサービス ＮＩＩが接続環境のみ用意するサービス

VPN機能

・・・

高速ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

図はあくまで例

• ＮＩＩ側では高速ｲﾝﾀﾌｪｰｽと
VPN機能のみ提供

• フォーラムでの意見交換を
基にサービスを検討

• カット＆トライができる環境
も検討

• 認証フェデレーションとの
連携も検討

ＮＩＩ
指定の
データ
センタ
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移行イメージ

 SINET4では現非ノード校の専用線の終端点が変更になるため、十分な移行期間を設けて移行を行う。

 まず、SINET4運用開始当初は、現非ノード校の専用線を、原則同一位置で収容する。現ノード校に小型
L2多重装置（インタフェースは1Gまで）を設置して移行させる。

 その後、各現非ノード校の専用線の契約終了時期に合わせ、段階的にデータセンタに収容する。
（現ノード校への接続維持を希望する加入機関が存在する場合については別途相談）
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SINET3
ｺｱﾉｰﾄﾞ

データセンタ

大学A

大学B 大学C

SINET3

SINET4
ｴｯｼﾞﾉｰﾄﾞ

データセンタ

大学A

大学A

大学B 大学C

CWDM CWDM CWDM

大学D

SINET3
ｴｯｼﾞﾉｰﾄﾞ

SINET4

CWDM

CWDM CWDM

10G

1G 100M 10M

1G

大学D
原則H27年度まで

データセンタ

大学A

大学B 大学C

大学A

大学D

小型L2多重
10G

1G 100M 10M

1G

CWDM

CWDM

SINET4
ｴｯｼﾞﾉｰﾄﾞ

SINET4

SINET3時代 平成23年度当初 平成27年度末
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今後のスケジュール

データセンタの選定

 2009年度中に選定予定であり、決定次第、アナウンスを行う

ネットワークの移行

 2010年度の予算状況をみて最終判断するが、現時点では、2010年度末より
移行作業を開始予定

アクセス回線の調達・上位レイヤの検討

 フォーラムの中で今後議論していく

12
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（参考）文部科学省における検討状況

① 今後の需要見込み及び教育研究活動の進展を勘案し、大幅な回線速度の増強及び
高機能化が必要。

② 大学等接続機関全体の高速化などネットワーク環境の向上が丌可欠。

③ 先進的な技術・研究開発によるネットワーク設計や関連設備の一拢共同調達などに
より、 経済性の一層の向上を図ることが必要。

④ 国立情報学研究所は、大学等における産学連携等に貢献する活動を支援するため、
大学及び産業界等の連携・協力に係るネットワーク利用に対するニーズに適切に対
応すること が必要。

⑤ 効率性の観点から、引き続き一元的な整備を図ることが適当。同時に、安定的な運
用を確保し、その整備を丌断に進めていくため、国立情報学研究所は、ネットワーク
の加入機関と連携しつつ継続的な整備方策を検討することが必要。

また、ネットワーク接続の新たなニーズや特別なニーズについては、利用機関に対し
て 応分の負担を求めていくことなど、学術情報ネットワークの運営及び整備に係る経
費について、安定的な財政基盤確保の方策の検討が必要。
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次期学術情報ネットワーク整備の基本方針

① 学術情報基盤作業部会 （科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会 配下の作業部会）

※ 「学術情報基盤整備に関する対応方策等について（審議のまとめ）（平成２０年１２月）
－情報基盤センターの在り方及び学術情報ネットワークの今後の整備の在り方－」より抜粋
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/1236250.htm



© 2009 National Institute of Informatics

（参考）文部科学省における検討状況

1 設置の趣旨

学術情報基盤作業部会において、学術情報ネットワークの今後の整備の在り方に関す
る審議が行われ、平成23年度から移行を予定している次期学術情報ネットワークの整
備の基本方針が示され、その実現に向けた検討課題が明らかにされたところである。

これを受け、次期ネットワーク構想について評価を行うとともに、国の財政措置の在り方
を含めた次期学術情報ネットワークの具体の整備方策について検討するため、本検討
会を設置する。

2 検討事項

（1） 次期学術情報ネットワーク整備の基本的考え方

（2） 次期学術情報ネットワークの構成

（3） 国及び国立情報学研究所の役割の明確化

（4） 次期学術情報ネットワーク整備のための必要経費とその確保方策

（5） 国としての財政措置の方策
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② 次期学術情報ネットワークに関する検討会 (文部科学省 研究振興局 配下の検討会）

※ 「次期学術情報ネットワークに関する検討会の設置について（平成21年2月9日、文部科学省研究振興局）」より抜粋
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shinkou/017/gaiyou/1247304.htm 


